
  　黄金色に染まる実りの秋  　黄金色に染まる実りの秋
持続可能な農業生産をめざして　OK ADA FARM（貫気別）持続可能な農業生産をめざして　OK ADA FARM（貫気別）
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昭
和
59
年
か
ら
布
の
絵

本
を
つ
く
り
は
じ
め
、
保
育

所
や
小
学
校
、
乳
幼
児
健
診

で
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
40

年
に
わ
た
り
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
絵
本
の
楽
し
さ
、

読
書
の
大
切
さ
を
伝
え
続

け
、
地
域
の
読
書
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極

的
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

100
点
を
こ
え
る
作
品
は
、

町
立
図
書
館
な
ど
に
寄
贈

さ
れ
、
今
で
も
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
楽
し
ま
れ
、
本
年

３
月
に
そ
の
活
動
の
幕
を

閉
じ
る
ま
で
、
子
ど
も
た
ち

の
明
る
く
豊
か
な
心
の
育

成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

ふ
れ
あ
い
サ
ー
ク
ル

　
代
表
　
門
田 

信
子 

氏

　
　
　
　
　
　
　
会
員
８
名

株
式
会
社
小
林
組
・
大
基

 

代
表
取
締
役 

小
林 

史
明 

氏

　

多
額
の
寄
附
を
賜
り
、
町

の
振
興
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
表
彰　

善
行
賞

善
行
表
彰　

善
行
賞岡田 拓未 氏

（39 歳　貫気別）
橋尾 教路 氏

（49 歳　貫気別）
川上 英人 氏

（51 歳　荷負）

【
勤
続
20
年
】

黒川 実 氏
（66 歳　貫気別）

山道 鉄也 氏
（57 歳　荷負）

黒川 コスミ 氏
（64 歳　小平）

和田 ともよ 氏
（58 歳　荷菜）

【
勤
続
30
年
】
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丸岡 敏弘 氏
（66 歳　貫気別）

本間 稔浩 氏
（65 歳　貫気別）

【
勤
続
40
年
】

　

消
防
団
員
と
し
て
消
火

技
術
の
習
得
と
町
民
の
防

災
意
識
の
普
及
啓
発
に
努

め
ら
れ
、
社
会
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
平
取
町
消
防
団
員
】

貢
献
表
彰

貢
献
表
彰

　

社
会
福
祉
貢
献
賞

　

社
会
福
祉
貢
献
賞

大浦 義己 氏
（84 歳　振内町）

　

交
通
安
全
指
導
員
を
30

年
間
務
め
ら
れ
、
町
の
社
会

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

【
交
通
安
全
指
導
員
】

貢
献
表
彰

貢
献
表
彰

　

社
会
福
祉
貢
献
賞

　

社
会
福
祉
貢
献
賞 宮入 司 氏

（65 歳　貫気別）

　

平
取
町
農
業
委
員
を
22

年
間
務
め
ら
れ
、
町
の
産
業

経
済
の
振
興
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

【
農
業
委
員
】

貢
献
表
彰

貢
献
表
彰

　

産
業
経
済
貢
献
賞

　

産
業
経
済
貢
献
賞

森 良一 氏
（71 歳　岩知志）

　

平
成
元
年
に
沙
流
土
地

改
良
区
の
監
事
に
就
任
以

来
、
土
地
改
良
区
の
健
全

な
業
務
運
営
と
組
織
の
育

成
強
化
に
努
め
、
公
正
な

識
見
を
も
っ
て
職
務
を
誠

実
に
遂
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
に
は
総
括
監

事
に
就
任
、
平
成
25
年
よ

り
副
理
事
長
と
し
て
土
地

改
良
区
運
営
の
中
核
を
担

い
、
通
算
36
年
に
わ
た
り

精
励
さ
れ
、
土
地
改
良
区

の
円
滑
か
つ
適
正
な
る
運

営
の
推
進
、
土
地
改
良
事

業
お
よ
び
農
業
・
農
村
の

振
興
と
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
表
彰

功
労
表
彰

　

産
業
経
済
功
労
賞

　

産
業
経
済
功
労
賞

藤谷 瞭至 氏
（21 歳　本町）

　

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
冬
季
ワ
ー
ル

ド
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ゲ
ー

ム
ズ
２
０
２
５
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
ビ
ッ
グ
エ
ア
競
技

に
お
い
て
、
そ
の
華
麗
な

る
演
技
に
よ
り
見
事
金
メ

ダ
ル
の
栄
冠
を
獲
得
さ
れ

ま
し
た
。

　

多
く
の
町
民
に
深
い
感

動
と
大
き
な
希
望
を
与
え

る
と
と
も
に
当
町
の
名
声

を
高
め
ま
し
た
。

功
労
表
彰　

栄

功
労
表
彰　

栄  

誉誉  

賞賞

　

平
取
町
の
振
興
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
を
称
え
る
令
和
７
年
度

平
取
町
表
彰
式
が
、
11
月
３
日
㈪
に
中
央
公
民
館
で
挙
行
さ
れ
、
次
の
方
々
が

「
功
労
表
彰
」「
貢
献
表
彰
」「
善
行
表
彰
」
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

令和 7 年度 平取町表彰式令和 7 年度 平取町表彰式
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 総合計画は町民の皆さんが主役の計画です！

《策定までに行われる主な内容》
➊総合計画審議会（関係団体代表、公募委員）や策定委員会（町関係職員）の開催
➋町長との地域懇談会の実施（令和７年８〜10 月　町内全地区・自治会）
➌町民アンケート調査の実施（令和７年２～ ３月　町内全世帯対象）
➍町民からの聞き取りを実施
　関係団体ヒアリング、若者・若手職員ワークショップ、高校生座談会
➎町内公共施 設、観光施設等の現地調査
❻まちづくり新聞のホームページ掲載

 ※平取町自治基本条例
（町民参加の権利）

第10 条　 町 民 は 町 政 の 主 権 者 と し て、そ れ ぞ れ

の年齢にふさわしい町政運営に参加する権利が

あります。

（町民参加の保障）

第11 条　 町 は、町 政 の 基 本 的 な 事 項 を 定 め る 計

画や立案等の検討課程において、町民の参加を保

障しなければなりません。

　 平 取 町 自 治 基 本 条 例 で は、基 本 原 則 と し て
町 民 が 意 欲 的 に 町 政 運 営 に 参 加 で き る よ う、
多 様 な 参 加 の 機 会 の 保 障 と 意 見 の 反 映 を 行 う
こ とを定めています。
　 こ れ に 則 り 、策 定 に 向 け て 町 民 の 皆 さ ま か
ら い た だ い た 貴 重 な 意 見 な ど、次 期 計 画 を 実
効 性 あ る 計 画 と す る た め の 取 り 組 み を 実 施 し
て います。

「町民の参加」が原則です

　『 総 合 計 画 』は、町 が 総 合 的 か つ 計 画 的 な 町
政 運 営 を 行 う た め、め ざ す べ き 将 来 像 な ど を
明 らかにした「基本構想」とこれを具現化する
た め の 「 基 本 計 画 」で 構 成 す る も の で す。町 が
行 う政策は『総合計画』に基づいて実施されま
す。平 成28 年 度 か ら ス タ ー ト し た「 第 ６ 次 総
合 計 画 」は 令 和 ７ 年 度 で 終 了 し、新 た な ま ち づ
く り に 向 け、令 和 ８ 年 度 か ら10 年 間 の『 第 ７
次 総合計画』の策定が進められています。

　「第７次平取町総合計画」の
　　　　　　　　　策定が始まりました！
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　閉幕儀礼も厳かに執り行われ、無事成功裏に締めくくることができました。後半２日間のシンポジウ
ムには、町内外から延べ 400 名近い聴衆が参集し、先住民族の現状や共にめざす未来についての理解を
深めていただけました。目標としていた４項目について、多彩で多大な成果があったと言えるフォーラ
ムとなりました。ご協力をいただきましたすべての方々に、心からの敬意と感謝を申し上げます。

　 こ の フ ォ ー ラ ム は、平 取 ア イ ヌ 協 会 木 村 英 彦 会 長 を 委 員
長 に 実 行 委 員 会 を 主 体 と し、平 取 町 を は じ め 関 係 機 関・団 体
が協力しながら企画・準備が進められました。
　 開 催 趣 旨 に は「21 世 紀 に 入 っ て か ら の 日 本 国 に お け る 先
住 民 族 政 策 の 進 展 を 国 内 外 に 示 し つ つ、さ ら な る 拡 充 の 契 機
と す る 」こ と を 掲 げ、①「 開 催 地 で あ る 日 本 の ア イ ヌ 民 族、平
取 地 域 の 現 状 や 取 組 に つ い て、地 元 か ら の 報 告 等 を 通 じ て 理
解 す る 」②「 参 加 の 各 先 住 民 族 の 現 状 や 取 組 に つ い て､ ゲ ス
ト か ら の 報 告 等 を 通 じ て 理 解 す る 」③「 お 互 い の 特 長 を 学 び
あ う 」④「 共 通 す る 課 題・方 向 性 を 確 認 し 展 望 に つ な げ る 」、
これらの４項目を目標として事前に共 有し準 備を進めました。
  こ の よ う な 体 制・趣 旨 ・目 標 の も と、会 期 最 初 の ２ 日 間 は 儀
礼、基 調 講 演 な ど の 開 幕 行 事 と 町 内 の 施 設 見 学 や 体 験 学 習、
３ 日 目 は 白 老 町 に 出 向 き ウ ポ ポ イ（ 民 族 共 生 象 徴 公 園 ）と 国
立 ア イ ヌ 民 族 博 物 館 を 視 察 し、２ つ の 特 別 講 義 を 受 講 し ま し
た。４ 日 目・５ 日 目 は、特 別 報 告 と フ ォ ー ラ ム の テ ー マ に 即 し
た ３ つ の セ ッ シ ョ ン を 行 い、２ 日 間 で 計28 の 報 告・コ メ ン ト
を 集 中 討 議 し、全 体 を 総 括 す る 意 見 交 換 が 行 わ れ ま し た。ま
た、会 期 中 は 各 々 の 伝 統 料 理 の 試 食 や 歌 舞 を 披 露 し な が ら 語
り合ったりと濃密な交流が様々に行われていました。

　 ９ 月 24 日 ㈬ か ら 28 日 ㈰ の ５ 日 間 、沙 流 川 歴 史 館 を メ イ ン 会 場 に 国 際 先 住 民 族 フ ォ ー ラ ム
2025 が 開 催 さ れ ま し た。世 界 各 地 か ら ７ カ 国、１ ４ の 先 住 民 族 が 参 加（ 公 式 招 待 ）し 、先 住 民
族の参画による「文化の環境・景観の保全」・「新しいツーリズムと文化の復興・創造」「コミュ
ニ テ ィ を 担 う 人 材 の 育 成 」を テ ー マ に、平 取 地 域 に お け る 活 動 や 関 係 施 設 の 視 察 、各 参 加 民 族
の現状の報告、伝承芸能の公演など活発な交流が行われました。

平取町・二風谷平取町・二風谷

国際先住民族フォーラム 2025国際先住民族フォーラム 2025
先住民族の参画による環境・景観保全と文化ツーリズム先住民族の参画による環境・景観保全と文化ツーリズム
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　 昭 和 5 5 年 （ 1980 年 ）に 絵 画 の サ ー ク ル 活 動
を 開 始 以 来 、4 5 年 間 の 長 き に わ た っ て 町 内 の
芸 術 文 化 の 向 上 に 貢 献 さ れ た 平 取 美 術 同 好 会
が、今 年度をもって活動を終了します。
　故 大 友 一 夫 氏の指導を受け継ぎ、制作活動
を続け、それぞれの個性を活かした作品を数多
く 残 し て い ま す。こ れ ま で 故 坂 東 萬 喜 子 氏
をはじめ所属する会員が、道展や全道展、新道
展、二科展など各公募展で受賞や入選され、そ
の作品は名実共に高い評価を受けてきました。
　文化祭や作品展を通じ、多くの町民に多彩な
作品で芸術鑑賞を楽しませてくださいました。

「赤い服の女」　小林 亜紀子 さん「明日へ」　梅田 正子 さん「人物Ⅱ」　堀江 久美子 さん

9 月 26 日〜 28 日　最後の合同作品展

「いやしの時」　三浦 ミツヱ さん「ひまわり」　大浦 義己 さん「初夏の恵み」　溝渕 芳子 さん

平取美術同好会 45 年間の活動に終止符

 貫気別地区 《11/3 作品展　貫気別生活館》
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振内ハーモニーサークル

英語の歌

芳 誠 会

「長生きサンバ」

ピアノの会ノエル

「ザイツ協奏曲５番」

音楽同好会

「泳げたいやきくん」

 振内地区 《11/2・3 作品展 青少年会館・11/2 芸能発表 町民センター》

平取義経なるこ会

「ストリートオブソーラン」

健康倶楽部 紫陽花

「太極拳 八式」

平取トンコリの会 NOTO ～凪～

「ポンスマリヘチレ」

K. ピアノクラブ

「365 日の紙飛行機」

 本町地区《11/2・3 作品展・11/8 芸能発表会　中央公民館》 

　11 月２日㈰、３日( 月・祝)、８日㈯、町民の皆さまによる日頃の文化芸術
活動の成果が各地区の文化祭で披露されました。

文化祭作品展・芸能発表会文化祭作品展・芸能発表会



9 広報びらとり 2025.11

　 近 年 頻 発 し て い る 短 時 間 豪 雨 な ど に よ る 住 宅 等 の 浸 水
被 害 を 防 ぐ 水 防 工 法 の 習 得 を 目 的 と し た 防 災 訓 練 が 、1 0
月25 日㈯にふれあいセンターびらとり駐車場で実施され
ました。
　 訓 練 は 、沙 流 川 に 隣 接 し て い る 本 町 自 治 会 第 三 町 内 会
を 対 象 に 行 わ れ、役 場 防 災 係 の 指 導 の も と、水 や ビ ニ ー
ル 袋、段 ボ ー ル な ど 日 頃 の 生 活 で 身 近 に あ る 物 を 活 用 し
た 水 防 工 法 に よ る 住 宅 等 の 浸 水 防 止 策 を 学 び、水 防 に 関
する知識と技術を身に着けました。

 10 / 25　災害に備えて 〜防災訓練 実施〜  10 / 25　災害に備えて 〜防災訓練 実施〜 

　 平 取 町 自 治 振 興 会 が 主 催 す る ま ち づ く り 住 民 大 会 が、
10 月 25 日 ㈯に中央公民館で開催されました。
　 マ ル シ ェ 形 式 で 様 々 な 団 体 が ブ ー ス を 出 展 し、町 民 有
志 グ ル ー プ に よ る 雑 貨 小 物 や 平 取 高 校 ト マ ト ク ラ ブ が
制 作 し た パ ン の 配 布 の ほ か、地 域 お こ し 協 力 隊 員 に よ る
ワ ー ク シ ョ ッ プ で は、用 意 さ れ た 席 が 埋 ま る ほ ど の 人 気
と な り 、ス テ ー ジ 発 表 と と も に 大 盛 況 な 交 流 会 と な り ま
した。

 10 / 25　地域おこし協力隊員との交流 〜まちづくり住民大会  10 / 25　地域おこし協力隊員との交流 〜まちづくり住民大会 

平取中学校（吹奏楽部） 卒業生
左から　貝澤 実由 さん（１年）　海野 春空 さん（３年）

　　　　金谷 美玖 さん（３年）　矢田 風和 さん（１年）

　 平 取 中 学 校 の 卒 業 生 ４ 名 が 所 属 す る 駒 澤 大 学 附
属 苫 小 牧 高 等 学 校 吹 奏 楽 局 に よ る「 オ ー タ ム コ ン
サ ー ト  in  平 取& 早 来 － つ な が る 音 ひ ろ が る 音－」
が、1 0 月 1 8 日 ㈯ に 町 民 体 育 館 で 開 催 さ れ、多 く の 町
民が総 勢87 名 による迫力ある演奏を楽しみました。
　「 生 ま れ 育 っ た 町 に 感 謝 の 思 い を 伝 え た い 」と 生
徒 の 地 元 を 巡 っ て 全 道 各 地 で コ ン サ ー ト を 開 催 し
て い る 同 校 吹 奏 楽 局 。こ の 日 は 、家 族 や 同 級 生 も 詰
め か け 、マ ー チ ン グ や バ ト ン ト ワ リ ン グ な ど 圧 巻 の
パ フ ォ ー マ ン ス、甲 子 園 を 思 わ せ る 高 校 野 球 応 援 の
演 奏 に 、来 場 者 か ら 大 き な 拍 手 が 沸 き 上 が っ て い ま
した。

 10 / 18　駒澤大学附属苫小牧高等学校吹奏楽局 演奏会 10 / 18　駒澤大学附属苫小牧高等学校吹奏楽局 演奏会

　「 災 害 等 発 生 時 に お け る 門 別 警 察 署 災 害 警 備 本 部
の 移 転 先 施 設 使 用 に 関 す る 協 定 」の 締 結 式 が、1 0 月
14 日㈫に門別警察署において行われました。
　 本 協 定 に よ り、災 害 等 の 発 生 に よ り 門 別 警 察 署 庁
舎 に 著 し い 機 能 障 害 等 が 発 生 し 使 用 で き な く な っ
た 際 に 、ふ れ あ い セ ン タ ー び ら と り お よ び 中 央 公 民
館 へ 災 害 警 備 本 部 の 移 転 が 可 能 と な り、同 署 管 轄 の
平取 町でも迅速な災害対応が期待されます。

 10 / 14　門別警察署と連携協定 締結  10 / 14　門別警察署と連携協定 締結 
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　国 民健康保 険診療施 設に20 年以 上にわた り勤務し、地域包
括 ケ ア シ ス テ ム の 推 進 に 功 績 が あ っ た 医 師 に 贈 ら れ る「 地
域 包 括 ケ ア シ ス テ ム 推 進 功 績 者 表 彰 」（ 公 益 社 団 法 人  全 国 国
民 健 康 保 険 診 療 施 設 協 議 会 ）に お い て、国 保 病 院 谷 信 一 院
長が受賞され、遠藤町長から伝達されました。
　 谷  院 長 は 、平 成 1 6 年 1 0 月 か ら 外 来 や 入 院 診 療 、救 急 受 入
れ は も と よ り、健 診 や 予 防 接 種 な ど「 地 域 の か か り つ け 医 」
と し て 医 療 を 中 心 に 保 健、福 祉、介 護 の 責 務 を 担 い、町 に お け
る持続可能な地域医療の提供に努められています。

 10 / 16　全国国民健康保険診療施設協議会 会長表彰  10 / 16　全国国民健康保険診療施設協議会 会長表彰 

　 犯 罪 の な い 安 全 で 安 心 な 地 域 づ く り に 関 す る 自 主 的 な 活
動 や 先 駆 的 な 取 り 組 み 等 に つ い て 、他 の 模 範 と な る 顕 著 な
功 績 が あ っ た 個 人・団 体・事 業 者 に 贈 ら れ る「 北 海 道 犯 罪
の な い 安 全 で 安 心 な 地 域 づ く り 賞 」を、平 取 町 防 犯 協 会 連 絡
協 議 会 が 受 賞 し、10 月10 日 ㈮ に 札 幌 市 共 済 ホ ー ル に お い
て表彰式が行われました。
　 本 賞 の 受 賞 は、日 高 管 内 で は ２ 団 体 目 で、保 育 園 児 と の
特 殊 詐 欺 被 害 防 止 の 呼 び か け や 平 取 高 校 生 と 住 民 宅 を 訪 問
し 空 き 巣 の 被 害 防 止 の 啓 発 、青 色 回 転 等 装 備 車 に よ る パ ト
ロ ー ル な ど 住 民 の 自 主 防 犯 意 識 へ の 取 り 組 み が 高 く 評 価 さ
れました。

 10 / 10 10 / 10　令和７年度 北海道犯罪のない安全で安心な地域づくり賞 　令和７年度 北海道犯罪のない安全で安心な地域づくり賞 

　1 0 月 ７ 日 ㈫、札 幌 市 ホ テ ル 札 幌 ガ ー デ ン パ レ ス に お い て
「 北 海 道 ス ポ ー ツ 賞 お よ び 北 海 道 ス ポ ー ツ 奨 励 賞 」贈 呈 式 が
行われ、本町出身の 藤谷 瞭至 さん（札幌大学）が、今年１月
に イ タ リ ア・ト リ ノ で 開 催 さ れ た「FISU 冬 季 ワ ー ル ド ユ ニ
バ ー シ テ ィ ゲ ー ム ズ2 0 2 5  ス ノ ー ボ ー ド 男 子 ビ ッ グ エ ア 」で
優 勝 し た こ と に よ り、ス ポ ー ツ の 優 秀 な 成 績 を 収 め ら れ た 方
に贈られる北海道スポーツ賞を受賞しました。

 10 / 7 10 / 7　令和７年度 北海道スポーツ賞 受賞 　令和７年度 北海道スポーツ賞 受賞 

髙橋 利子さん

（大正14 年８月生）
沼田 奈美子 さん

（大正14 年７月生）

 祝 百 寿 おめでとうございます 祝 百 寿 おめでとうございます

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば

　 今 年 で 百 歳 を 迎 え ら れ た ２ 名 の
町 民 に 、内 閣 総 理 大 臣 よ り お 祝 い 状
と 記 念 の 銀 杯 が 贈 ら れ、町 長 か ら 伝
達されました。
　 お 二 人 と も 元 気 に 過 ご さ れ、町 長
に 笑 顔 で し っ か り と 感 謝 の 意 を 伝
えられていました。
　 ご 長 寿 を 心 よ り お 祝 い 申 し 上 げ
ます。
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　 本 町 吉 田 和 子 様 よ り 寄 附 金 を い た
だ き ま し た。ご 厚 意 に 感 謝 申 し い た し
ます。有効に活用させていただきます。

  ◆◆ご寄附ありがとうございます◆ご寄附ありがとうございます◆

　 磯 田 組 ・五 十 嵐 経 常 建 設 共 同 企 業 体（ 代
表  磯 田  洋 一 氏 ）よ り、振 内 中 学 校 の フ ェ
ン ス等補修業務をしていただきました。

　 株 式 会 社 磯 田 組（ 代 表 取 締 役 磯 田 洋
一 氏 ）よ り、食 の 祭 典 び ら と り 和 牛・ト
マ ト ま つ り で 交 通 誘 導 業 務 を し て い た
だきました。

　 登 建 設 工 業 株 式 会 社（ 代 表 取 締 役 登 
孝 志  氏 ）よ り、平 取 小 学 校 内 お よ び 振 内
診 療 所 住 宅 敷 地 内 の 支 障 木 処 理 作 業 を
していただきました。

　 株 式 会 社 平 村 建 設（ 代 表 取 締 役 平 村 
徹 郎 氏 ）よ り、食 の 祭 典 び ら と り 和 牛・
ト マ ト ま つ り の 会 場 お よ び 周 辺 の 整 備
業務をしていただきました。

　 株 式 会 社 五 十 嵐 工 業（ 代 表 取 締 役 
五十嵐 千津雄 氏）より、林道二風谷線新
橋 農 道 側 の 整 備 業 務 を し て い た だ き ま
した。

 ◆ ◆地域貢献活動に感謝します◆地域貢献活動に感謝します◆
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  令和７年度 電源立地地域交付金事業報告
　二風谷発電所• 岩知志発電所• 奥新冠発電所の影響緩和の
ために、電源立地地域対策交付金が交付されています。
　今年度は､平取町国民健康保険病院の医療体制の維持、確
保が円滑に図られるよう病院事業費へ電源立地地域対策交
付金５４５万円を充当しました。
　今後も町民の安心で安全な医療の提供が保てるよう病院
事業費への充当など、有用な財源として効果的な活用をして
いきます。

　 1 1 月 1 日 ㈯ に 「 親 子 木 育 教 室 」が 沙 流 川 歴 史 館 で 開
催 さ れ ま し た 。歴 史 館 の 特 別 展 関 連 事 業 と し て 色 々 な
木 の 素 材 で 、写 真 た て や リ ー ス 、壁 飾 り な ど を 作 る 工
作 教 室 に 親 子 1 8 名 が 参 加 し ま し た 。
　 木 の 実 や 松 ぼ っ く り 、木 片 な ど た く さ ん の 材 料 を 上
手 に 組 み 合 わ せ 、自 分 だ け の イ ン テ リ ア を 完 成 さ せ て
い ま し た 。参 加 者 か ら は 「 自 分 オ リ ジ ナ ル の 写 真 た て
な ど を 作 っ て 楽 し か っ た 」「 た く さ ん の 材 料 を 自 由 に
選 ん で 作 れ て 、親 子 共 々 夢 中 に な り ま し た 」な ど 、木 の
実 に ふ れ な が ら 親 子 で 楽 し い 時 間 に な り ま し た 。

11 / １　親子木育教室「木の実でつくるインテリア」 11 / １　親子木育教室「木の実でつくるインテリア」 

　 文 化 庁 の 文 化 芸 術 に よ る 子 供 育 成 推 進 事 業 で 、国 指
定 重 要 無 形 民 俗 文 化 財 の「 根 子 番 楽 」（ 秋 田 県 根 子 番
楽 保 存 会 ）が 、10 月 27 日 ㈪ に 二 風 谷 小 学 校 で 公 演 を 行
う こ と に 伴 い 、二 風 谷 生 活 館 で 交 流 公 演 が 開 催 さ れ ま
し た 。両 保 存 会 は 、異 な る 地 域 に 伝 わ る 郷 土 芸 能 の 交
流 を 進 め 、７ 月 に 平 取 ア イ ヌ 文 化 保 存 会 が 北 秋 田 市 阿
仁 根 子 番 楽 伝 承 館 で ア イ ヌ 古 式 舞 踊 を 公 演 し ま し た。
　 今 回 の 交 流 公 演 で は、根 子 番 楽 の「 囃 子 」と「 舞 い 」
を 継 承 す る 小 学 生 を は じ め と す る 保 存 会 の 方 々 に よ り
テ ン ポ の 早 い リ ズ ミ カ ル な 囃 子 に あ わ せ 、勇 壮 活 発 な
舞を披露していただきました。

10 / 26　平取アイヌ文化保存会・10 / 26　平取アイヌ文化保存会・根根
ね っ こ ば ん が くね っ こ ば ん が く

子番楽子番楽保存会 交流公演 保存会 交流公演 

　 び ら と り ふ れ あ い 子 ど も 食 堂（ 代 表  三 塚 み よ 子  氏 ）
が 1 0 月 2 6 日 ㈰ に 荷 菜 地 区 で 開 催 さ れ 、秋 の 味 覚 を 楽
し む 「 芋 ほ り 体 験 」が 行 わ れ ま し た 。
　 参 加 し た 子 ど も 達 は 、土 の 中 か ら 顔 を 出 す さ つ ま 芋
を 見 つ け る た び に 歓 声 を 上 げ 、泥 だ ら け に な り な が ら
も 夢 中 で 掘 り 出 し て い ま し た 。
　 お 昼 に は 、カ レ ー ラ イ ス と ハ ン バ ー グ （「 く ろ べ こ 」
様 よ り 寄 贈 さ れ ま し た ）が 振 舞 わ れ 、参 加 者 同 士 で 楽
し く 交 流 し 、温 か い 食 事 を 囲 み な が ら 笑 顔 が 溢 れ る 一
日 と な り ま し た 。

10 / 26　びらとりふれあい子ども食堂 「芋ほり体験」 10 / 26　びらとりふれあい子ども食堂 「芋ほり体験」 

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば
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　 平 取 小 学 校 は、今 後、児 童 数 の 減 少 が 予 測 さ れ て い ま す。家 庭 数 も 減 少 し、PTA 単 独 で の 活 動 も
内 容 に よ っ て は 人 手 不 足 で、取 捨 選 択 が 必 要 に な っ て き ま す 。CS と の 連 携 に よ り 、P T A 活 動 が 継
続できるありがたさを感じる取組となりました。
　今後も、CS とPTA が連携して、子ども達のより良い学習・活動環境を整えて行きたいです。

　 今 年 度 も、ミ ニ ト マ ト や じ ゃ が い も、き ゅ う り や
ズ ッ キ ー ニ な ど 、豊 作 で 終 わ っ た 平 小 の 学 校・学 級 菜
園。そ れ を 支 え て く だ さ っ た の が、「PTA 環 境 整 備 部 」
と「LINE 平 小 コ ミ ュ ス ク メ ン バ ー（ 地 域 ボ ラ ン テ ィ
ア）」の皆様です。
　 作 業 日 を 設 定 し、５ 月 に「 畝 作 り・マ ル チ が け 」、10
月 に「 片 付 け 」を 行 い ま し た。両 方 と も20 名 近 く の 方
にご協力いた だ き 、短 時 間 で 終 え る こ と ができました。

低学年　演劇　（左）

高学年　演劇　（右）

スローガン

「最高の仲間とともに

元気をとどけろ！」

《二風谷小学校　10/25》

１・２年生　器楽　（左）

５・６年生　演劇　（右）

スローガン

「ふざけないで練習の

成果を発表し、お客さ

んが感動する学習発表

会にしよう !」

《振内小学校　10/18》

１・２年生　演劇　（左）

３・４年生　音楽　（右）

スローガン

「最後まで力を合わせ　

最高に !!」

《貫気別小学校　10/18》

平取町コミュニティ・スクールレター 地域と学校、びらとりのみらい
平取小学校
　ＰＴＡとＣＳ( コミュニティ・スクール) との連携

振内小学校
 日高北部森林管理署による森林教室
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　 ８ 月 26 日 と 10 月 22 日 の ２ 回 に わ た り 、日 高 北 部 森 林 管 理 署
（ 署 内 に は 振 内 森 林 事 務 所 も あ り ま す ）の 職 員 の 方 々 に 来 校 し

ていただき、５・６年生を対象に「森林教室」を開催しました。
　 森 林 教 室 で は 、日 高 北 部 森 林 管 理 署 の 管 理 す る 国 有 林 や 森 林
の 働 き に つ い て 等 の 説 明 を 受 け ま し た。ま た、管 理 署 の 仕 事 で
使 用 す る 「 ド ロ ー ン 」の 操 作 体 験 や 「 バ ー ド コ ー ル 」の 作 成 、学
校 近 く の 沙 流 川 沿 い の 林 に 行 き 「 フ ィ ー ル ド ビ ン ゴ 」等 を 行 い
ま し た 。周 囲 が 山 や 森 林 に 囲 ま れ て い る 振 内 小 学 校 区 の 子 ど も
た ち に と っ て、身 近 な 森 林 に つ い て 学 ん だ こ と は、非 常 に 貴 重
で有意義なものになりました。
　日高北部森林管理署職員の皆様、ありがとうございました。

５・６年生　器楽　（左）

１～４年生　演劇　（右）

スローガン

「みんなが主役 みんなが

感動 さぁ かがやく 最高

の晴れぶたいへ」

《紫雲古津小学校  10/18》

６年生　演劇　　（左）

１年生　ダンス　（右）

スローガン

「全力、協力、届け感動」

《平取小学校　10/11》

　10 月 第 ２ 週 か ら 最 終 週 の 終 末 に か け て、令 和 ７ 年 度 各 小 学 校 の 学 習 発 表 会 が 行 わ れ ま
した。
　 昨 年 以 上 に た く さ ん の 保 護 者 や 地 域 の 方 々 の 参 観 を い た だ き、日 頃 の 学 び を 通 し て 子 ど
も達が成長した姿が披露されました。
　演劇や器楽演奏などのステージ発表、各教科で作成された作品展示など、一人一人が努力
し た 成 果 が 輝 く 発 表 会 と な り ま し た。今 年 度 の 各 学 校 の 大 き な 行 事 は こ れ で 終 了 し ま し た
が 、各 校 の 教 育 目 標 を 達 成 す る た め に、取 り 組 み で 身 に 付 け た 力 を 伸 ば し、そ れ ぞ れ が 思 い

描くゴールに到達できるように地域全体で見守っていきましょう。

学習活動の成果を発揮　～小学校学習発表会～

教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ
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目的に毎年開催しています。
　 今 年 は 、二 風 谷 ダ ム を 出 発 し 、沙 流 川 沿 い の 景 観 や 色 づ き 始 め
た 木 々 を 眺 め な が ら、び ら と り 温 泉 ゆ か ら を 目 指 し て ハ イ キ ン
グ を 行 い ま し た 。途 中 、沙 流 川 歴 史 館 と 二 風 谷 ア イ ヌ 文 化 博 物
館 を 見 学 し 、特 別 展 「 未 来 に 残 そ う 大 切 な 樹 木  保 存 樹 と 推 し の
木 」や  「 二 風 谷 の 記 憶  く ら し と 観 光 」を 観 覧 し ま し た 。学 芸 員 に
よる解説を通じ、日常では気づきにくい地域の歴史・文化といっ
た町の魅力を見つけることができました。
　 ハ イ キ ン グ の 後 は 、温 泉 で 入 浴 と 昼 食 を 楽 し ん だ ほ か 、ビ ン ゴ
大会を行うなど、スポーツの日を満喫する一日となりました。

　10 月13 日 ㈪ に 、振 内 地 区 の 小 ・中 学 生 1 9 名 が 参 加 し「 振 内 こ ど も 広 場 」を 実 施 し ま し た。本 事 業 は、
ス ポーツの日を記念し、体力づくりや自然とのふれあいを通して、より良い人間関係の形成を図ること を

　　振内こども広場 in 二風谷振内こども広場 in 二風谷

　 今 年 で 第 41 回 を 迎 え た「 振 内 町 民 ラ ジ オ 体 操100 日 大
会」は、8 月31 日㈰に無事閉幕しました。
　 今 年 は 例 年 に 比 べ 暖 か い 日 が 多 く、朝 か ら 汗 ば む 日 も
あ り ま し た が、参 加 者 は 毎 朝 元 気 に 集 ま り ま し た。50 日
目 に は 、津 軽 弁 に よ る ユ ニ ー ク な ラ ジ オ 体 操 が 行 わ れ 、会
場は 和 や か な 雰囲気に包まれました。
　 ま た、「 昨 年 度 よ り も 達 成 日 を 増 や し た い 」と 意 欲 的 に
参加 す る 方 も 多く、11 名が100 日間皆勤を達成しました。
さ ら に、最 終 日 に は4 0 名 近 く の 参 加 者 が 集 ま り、地 域 が
一体 と な っ て 100 日間をやり遂げることができました。
　 今 回 の 大 会 を 通 じ て、健 康 づ く り の 大 切 さ や 住 民 同 士
のつ な が り を 改めて実感する機会となりました。
　ご 協 力 い た だいた皆さまに、心より感謝申し上げます。

　　第 41 回 振内町民ラジオ体操 100 日大会が閉幕第 41 回 振内町民ラジオ体操 100 日大会が閉幕

　 11 月 ４ 日 ㈫、特 別 支 援 学 級 合 同 学 習 会 が 紫 雲 古 津 小 学 校 で 開
催 さ れ ま し た。1 回 目 の ９ 月 ８ 日 ㈪ は 工 作、２ 回 目 と な る 今 回 は
体 育的レクで、４種類のレクが行われました。
　 １ 回 目 よ り も、各 校 の 児 童 生 徒 が 交 流 を 深 め、助 け 合 っ た り 笑
い あ っ た り す る 姿 が 見 ら れ ま し た。司 会、目 当 て や 感 想 を 発 表 す
る な ど 役 割 を し っ か り 果 た し 、中 学 生 は 小 学 生 を リ ー ド す る 様
子 が頼もしく、それぞれ成長している姿が見られました。
　「 来 年 も ま た 会 お う ね 」と 声 を 掛 け 合 う 姿 も あ り、良 い 学 習 会
と なりました。

　 　 合同学習会で交流 !!合同学習会で交流 !!

　 今 年 も び ら と り 農 協 か ら 平 取 産 米「 な な つ ぼ し 」238kg
が 贈 ら れ、11 月 か ら 全 小 中 学 校 で 新 米 を 使 用 し た 給 食 が
提供さ れます。
　10 月22 日 ㈬ に 福 本 秀 雄 代 表 理 事 組 合 長 が 平 取 小 学 校
を訪れ 、児 童代表に手渡されました。
　 児 童 代 表 か ら は、「 い つ も 美 味 し い お 米 を あ り が と う ご
ざ い ま す 。し っ か り 味 わ っ て い た だ き ま す。」と 感 謝 の 言
葉が述 べられました。

    びらとり農協より学校給食へ新米贈呈  びらとり農協より学校給食へ新米贈呈  
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※表中の記録は各部門の１位のみ掲載しています。

部 　 門 距 離 氏 　 名 学 校 名 等 記 　 録

幼 児 　 　 　 　 　   男 子 １ ㎞ 小林 　蒼和 バチラー保育園 7 分 4 3 秒 7 1 　

小 学 生 　   １ 年 　 男 子 １ km 奥野 　永智 平取小 4 分 5 2 秒 3 5 　

　 　 　 　 　 　 　   女 子 １ ㎞ 川辺 　依央 平取小 5 分 4 0 秒 1 4 　

　 　 　 　   ２ 年 　 男 子 １ km 中居 　桜大 平取小 4 分 4 1 秒 1 8 　

　 　 　 　 　 　 　   女 子 １ ㎞ 小林 　侑愛 平取小 5 分 1 8 秒 7 8 　

　 　 　 　   ３ 年 　 男 子 ２ ㎞ 安田 　温志 平取小 1 0 分 0 2 秒 4 6 　

　 　 　 　 　 　 　   女 子 ２ ㎞ 太田 　苺花 振内小 1 0 分 2 0 秒 1 7 　

　 　 　 　   ４ 年 　 男 子 ２ ㎞ 大竹 　礼人 紫雲古津小 9 分 0 0 秒 3 7 　

　 　 　 　 　 　 　   女 子 ２ ㎞ 佐藤 　柚月 平取小 1 3 分 5 3 秒 7 0 　

　 　 　 　   ５ 年 　 男 子 ３ ㎞ 鈴木 　陸斗 平取小 1 6 分 5 5 秒 4 3 　

　 　 　 　 　 　 　   女 子 ３ ㎞ 森田 　　奏 平取小 1 8 分 5 2 秒 4 3 　

　 　 　 　   ６ 年 　 女 子 ３ ㎞ 原田 　湊菜 平取小 1 7 分 1 1 秒 5 5 　

中 学 生 ２ ～ ３ 年   男 子 ６ ㎞ 鈴木 　匠吾 平取中 3 7 分 0 2 秒 0 1 　

　 　 　 　 　 　 　   女 子 ４ ㎞ 本間 　咲空 平取中 2 6 分 2 3 秒 9 2 　

高 校 生 　 　 　 　   男 子 ６ ㎞ 伊藤 　琉偉 平取高 2 8 分 4 0 秒 8 8 　

青 年 ( 3 0 歳 未 満 ) 　  男 子 ６ ㎞ 戸城 　　葵 去場 2 6 分 2 5 秒 8 6 　

　 　 　 　 　 　 　   女 子 ４ ㎞ 寺本 日菜野 本町 2 5 分 2 9 秒 0 6 　

成 年 A ( 3 0 ～ 3 9 歳 ) 男 子 ４ ㎞ 小林 　崇紀 本町 1 9 分 0 7 秒 3 4 　

　 　 　 　 　 　 　   女 子 ３ ㎞ 原田 　一美 荷菜 1 8 分 2 6 秒 8 2 　

成 年 B ( 4 0 ～ 4 9 歳 ) 男 子 ４ ㎞ 森田 　　亮 川向 1 4 分 3 9 秒 0 1 　

　 　 　 　 　 　 　   女 子 ３ ㎞ 佐藤 　　愛 本町 1 7 分 5 3 秒 1 8 　

壮 年 ( 5 0 歳 以 上 )   男 子 ３ ㎞ 村上 　健志 本町 1 3 分 0 5 秒 2 2 　

　 　 　 　 　 　 　   女 子 ３ ㎞ 宇南山 淳子 本町 1 8 分 3 2 秒 4 6 　

　10 月 ５ 日 ㈰、本 町 親 水 公 園 に て 町 民 マ ラ ソ
ン 大 会 が 開 催 さ れ、幼 児 か ら70 代 ま で の 計46
名が参加しました。
　 秋 晴 れ の 陽 気 の も と、参 加 者 は 自 己 ベ ス ト の
更 新 や 完 走 を 目 標 に、力 強 く コ ー ス を 駆 け 抜 け
ま し た。沿 道 か ら は 家 族 や 友 人、地 域 の 方 々 の
温 か な 声 援 が 飛 び 交 い、選 手 た ち の 背 中 を 押 し
ました。
　 今 年 は 大 人 の 参 加 者 も 多 く、全 員 が 見 事 完 走
を 果 た し ま し た。走 り 切 っ た 達 成 感 を 通 し、世
代を越えて心を通わせる大会となりました。
　大会の部門別の記録は下記をご覧ください。

ゴールラインを目指して！　～第 42 回町民マラソン大会～ゴールラインを目指して！　～第 42 回町民マラソン大会～
教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ
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保健福祉課からのお知らせ保健福祉課からのお知らせ

ヘルシー食育推進事業ご協力のお願い～お弁当づくり参加者募集～

　生活習慣予防を目的としたヘルシー弁当づくりに参加協力してくれる方を募集します。
【募集内容】
■日　時■　令和８年２月３日㈫　９：00 ～ 14：00
■場　所■　ふれあいセンターびらとり
■内　容■　ヘルシー弁当づくり（調理）
■対　象■　平取町在住で、切る・炒めるなど基本的な調理が可能な方
■定　員■　５名程度（定員になり次第締切）　参加無料　　　■募集〆切■　12 月 26 日㈮
■問合せ・申込先■　保健福祉課　保健推進係（ふれあいセンターびらとり）　☎４－６１１２

　極端なダイエットは、過度のストレスやリバウンドで体調を崩したり、
継続が難しいなどにつながります。
　食事からのエネルギー量（主食量・間食の頻度・油脂類の使用量）や運動エネルギー（身体活動量）を
200 ～ 300kcal / 日の増減を目標に健康的な身長と体重バランスを知り、自分の健康管理に役立てましょう。

▷現在の体重が、理想体重▷現在の体重が、理想体重
よりも± 10㎏以上の方は、よりも± 10㎏以上の方は、
まずは 1 ～２ヵ月：１～２まずは 1 ～２ヵ月：１～２
㎏を目標に理想体重に近づ㎏を目標に理想体重に近づ
ける生活を目標にはじめまける生活を目標にはじめま
しょう！しょう！

自分の身長

m　

自分の身長

m　

　BMI が「やせ」「肥満」判定の方は、理想体重を知って、筋力量を増やしたり、体脂肪を減らす意識
をした生活をこころがけましょう。

◆理想体重（Kg） ＝　　　　　　　　    ×　　　　　　　　    × ２２

【判定】【判定】

やせ　18 .5 未満やせ　18 .5 未満

標準　18 .5 以上25 未満標準　18 .5 以上25 未満

肥満　25 以上肥満　25 以上
自分の身長

m　
自分の身長

m　
自分の体重

Kg　

　まずは、自分の BMI（体格指数）を計算！

◆ BMI ＝　　　　　　　  ÷　　　　　　　 ÷

ＢＭＩを計算してみよう!!
（Body Mass  Index：ボディマスインデックス）

　人間ドックや特定健康診査などの健診では、肥満度の判定に BMI（Body Mass Index：ボディマスイン
デックス）が用いられます。同じ BMI でもどこに脂肪がついているかで健康への危険性は大きく異なり、
肥満のタイプは①内臓脂肪型肥満と②皮下脂肪型肥満に分けられ、①が生活習慣病を発症するリスクが
高いことがわかっています。
　日本では、食生活を取り巻く社会環境の変化、食生活の欧米化や運動不足から肥満の人が急増してお
り、単純に体重が多いだけではなく、体脂肪が過剰に内臓に蓄積した状態が、糖尿病や脂質異常症・高
血圧症・心血管疾患などの生活習慣病をはじめとして数多くの疾患のもととなるため、健康づくりにお
いて肥満（とくに内臓脂肪型）の予防・対策は重要な位置づけを持ちます。
　肥満の予防には、食生活の見直し（バランスのよい食生活）と併せ継続的に運動（日常的な身体活動
量を増やす）を取り入れることが大切です。

自分の適正体重を知って、健康管理に役立てよう!!
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　役場関係
　電話番号

平取町役場      
総務課 （代表）  
まちづくり課 
アイヌ施策推進課

観光商工課
産業課              
農業委員会・土地改良区

税務課              
出納室              
建設水道課       
議会事務局       
                          
ふれあいセンターびらとり
                                                   
町民課

保健福祉課
保健推進係・子育て支援係
                           
介護支援係・介護保険係
                                         
児童館                
子ども発達支援センター
                          
地域包括支援センター

「ほほえみ」         

平取町教育委員会
生涯学習課

中央公民館        
町民体育館         
二風谷アイヌ文化博物館

                  
沙流川歴史館     
図書館                

役場振内支所   

役場貫気別支所

平取町国民健康保険病院
　                            
平取町社会福祉協議会
                           
平取町外 2 町衛生施設組合
                           
平取消防署 
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楢の実俳句会楢の実俳句会

 令和７年10 月寄附件数・寄附金額

　　　476 件　11，003，500 円

 令和７年度累計

　　（４月１日～10 月31 日まで）

　 10,878 件   207 ,928 ,503 円

ふるさと納税寄附ふるさと納税寄附

戸籍の窓口戸籍の窓口

（前月比）

人　口 4,411 人 （△ 23 人）

男 2,182 人 （△ 10 人）

女 2,229 人 （△ 13 人）

世帯数 2,414 世帯 （△ 23世帯）

※令和７年 10 月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数

  ふるさと納税　新規返礼品 募集中

　びらとり和牛、トマトジュースをはじめ

と す る 特 産 品 や 観 光 資 源 を 活 用 し た 返 礼

品を用意しています。

　 新 た な 平 取 町 の 魅 力 を Ｐ Ｒ す る 返 礼 品

に興味のある事業者を募集しています。

観光商工課 ふるさと応援係  ℡3-7703


